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第３回北区基本構想審議会部会１「躍動」 議事録 

 

 

日 時：令和４年１月２５日（火）午後２時００分～午後４時００分 

 

場 所：北区役所第二委員会室 

 

出席者 加藤久和部会長    阪口毅副部会長 

     青山匡史委員     新井雅美委員    大塚麻子委員 

     織戸龍也委員     名取ひであき委員  平井久朗委員 

 

 

１ 開  会 

 

２ 分野別の政策検討シートについて 

 （１）地域振興 

     ① 意見共有 

     ② 検討シート説明 

     ③ ２０年後の望ましい姿について（意見・感想） 

 （２）人権・多文化共生・男女共同参画 

     ① 意見共有 

     ② 検討シート説明 

     ③ ２０年後の望ましい姿について（意見・感想） 

 

３ 意見交換 

 

４ その他 

 

５ 閉  会 
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議事要旨 

○事務局 

  時間になりましたので、ただいまから第３回部会１「躍動」部会を開催いたします。 

  お忙しい中お集まりをいただき、ありがとうございました。コロナ禍ではございます

が、感染対策にしっかり取り組みつつ、対面での開催をさせていただきました。ご理解

いただければと思います。よろしくお願いいたします。 

  それでは、まず本日初めて部会に参加します区側の出席者をご紹介させていただきま

す。 

 

（出席者紹介） 

 

それでは、部会長、進行のほどよろしくお願いいたします。 

 

○部会長 

  ありがとうございました。 

  本日はお忙しい中、ご参集いただきまして、どうもありがとうございます。 

  今日は、第２回目ということで前回非常に白熱した議論といいますか、様々なご意見

をいただいたということで、実り多い部会であったと思います。今日は地域振興と、人

権・多文化共生・男女共同参画ということで、またここでも皆様方からいろいろなご意

見等を頂戴できればと思います。 

  それでは、会議を進行させていただきたいと思います。 

  本日の部会の議題は、分野別の政策検討シートについて、意見交換、その他というこ

とになります。 

  本日は、まず、「地域振興」についての議論を進めていきたいと思います。 

  前回のように、事務局からの説明の前に、委員の皆様から、この分野に対するご意見

をいただければと思っております。事務局から政策検討シートの説明後にも、ご発言い

ただく時間を設けておりますので、ここではポイントを絞ってご発言をいただければと

思います。 

  ということで、まずお手元のシートをご覧いただければと思いますが、最初に、私か

ら、ご報告させていただければと思っております。 

  今回、地域振興というお題をいただいたわけですが、地域振興をしていく、その大前

提として、やはり北区の中では今後２０年後ということを考えたときに、３０万人台の

人口規模をどれだけ維持できるかというところが大事なのかなと思います。今回、人口

推計の中では、いろいろな姿を見せていただいたわけなのですけれども、人口の総数と

いうのは地域の活力の源泉でもありますし、人口減少すればするだけ地域衰退につなが

ると思っております。人口を維持するためには、区外から人に来ていただくだけではな

く、出生増加ということに対する環境整備も重要だと思っております。 

  また、地域のコミュニティの考え方ということも、これはもっとご専門の委員の方も

いらっしゃると思うのですが、伝統的なコミュニティというものから、やはり新しいコ

ミュニティの方向という、ＳＮＳでのつながりだとか、集合住宅単位での懇親活動であ
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るとか、伝統的な下町コミュニティから脱却した新しいコミュニティを模索していくと

いうことも大事ではないかなと思っております。 

  また、北区の様々な就業環境あるいは職業、あるいは所得層など、いろいろ見ていき

ますと、非常に多様な方が住んでいらっしゃる。２３区の中でも中所得階層の方が多い

地域でもあるということもありますので、多くの方、特に非正規の若者の雇用確保であ

るとか、所得の低い世帯への支援など、それを２０年後の望ましい姿としては、北区に

来れば、そのような、どのような状況であっても誰もが住みやすい社会であるというと

ころを見せていくことが必要なのかなというふうに思っています。 

  あと、地域振興の中で、基本的には北区だけでできる部分と、やはり他の区や都と連

携していかなくてはいけない部分と両方あります。区の範囲というのは非常に難しいと

ころもありますので、他の区との協調とか、そのようなことも考えながら地域振興とい

うのを考えていくことが大事なのかなと思います。 

  ということで、私から勝手ながら先に望ましい姿について申し上げさせていただきま

した。 

  続きまして、順番ということで、副部会長、よろしくお願いいたします。 

 

○副部会長 

  資料を見ていただければと思うのですけれども、地域振興ということなのですが、前

回の部会で、割とこの地域経済ですとか、観光面のことについて行っておりましたので、

今回はコミュニティとか、人のつながりづくりの部分に焦点を絞って書かせていただき

ました。 

  区から事前に頂いた資料を拝見しましたけれども、コミュニティの担い手としては、

町会・自治会というような伝統的な組織が原点になっていることが共有された前提なの

かなと思います。ただ、先ほどの部会長からの話もありましたけれども、伝統的な組織

運営の在り方に対して、なかなか若い世代が入っていけないという側面があろうかと思

います。 

  町会・自治会には広範な役割や機能とか期待が非常に背負わされていて、実際活動す

る方も大変だということと、あと、その中に若い人がなかなか入っていけないというと

ころがあると思いますので、機能を見直したり整理したり、あるいは組織運営の方向を

合理化していくような部分が必要なのではないかと思いまして、内発的にできれば、そ

れに越したことはないですが、ここに何かコンサル的な外部からの関わりがあってもい

いのではないかと思いました。 

  また、町会・自治会は何のためにあるのかということに関して、きちんと伝わってい

ないという側面があると思います。これも地区ごとに異なるニーズというのが存在して

いると思いますので、こちら防災に特化している側面があったり、あるいは防犯とか、

そういうセキュリティー的な側面に特化しているなど、地区ごとに異なるニーズに沿っ

た加入の意義の伝え方を掘り下げるとよいのではないかと思います。 

  また、定住民だけでなく、一時的な滞在者をどう組み込んでいくかということも課題

になってくるのではないかと思います。特に大学があるので、学生が、個人としては入

れ替わりつつもカテゴリーとしてはずっと続いているわけなので、その人たちをどう担



 4 

い手として組み込んでいくのかということも、観点として重要なのではないかなと思い

ました。 

  また、町会・自治会といった伝統的な組織以外があったらどうかという観点も重要で

あろうと思われます。地縁型のＮＰＯ、特定のテーマに絞った地域的な活動をどう支え

ていくかということで、こちらはもう既に区で様々な施策がされておりますので、そち

らを確立していくような方向性が必要ではないかと思います。 

  最後に、コミュニティ像の刷新といいますか、地域コミュニティを一つの大きなまと

まりとしてイメージするのではなく、様々な組織とか集団が幾つも混在していて、その

間をつないでいくというようなイメージの変化が必要なのではないかなというふうに思

います。町会・自治会、単独で地域を何かしていくということではなく、例えば商店街

振興組合であるとか、事業所であるとか、地縁型ＮＰＯ、大学、学生団体、エスニック

グループなど、様々な組織集団が主体としては想定されていて、それをどうつないでい

くかというところに行政が関わっていくということが、これからの地域振興とかコミュ

ニティづくりの在り方ではないかなというふうに思います。 

  私からは以上です。ありがとうございました。 

 

○部会長 

  ありがとうございました。 

  それでは、続きまして、委員からお話をいただければと思います。よろしくお願いい

たします。 

 

○委員 

  私は、地域振興という分野は、大学生であり、専門でもないので、一から調べたとき

に、地域経済の活性化という点と人々の触れ合いという側面が、地域振興にはあるので

はないかと思いました。そして、地域振興の目的というのは、生活の豊かさを高めると

いうところが一つの目的なのではないかと思っております。 

  先ほど副部会長からもありましたが、これまで地域の資源を有効活用して、北区で統

一的にするのではなくて、各地域の独自性を強めることがいいのではないかと考えてお

ります。また、地域振興は単一の問題ではなく、様々な側面が複合的に絡み合った問題

だと思っております。ですので、様々な観点から、どのように、今後住みやすくするた

めに地域振興をどうしていくかというのを考えていかないといけないのかなと思いまし

た。 

  次に、こちらの政策検討シートに、今回コミュニティ活動支援というところに、ＮＰ

Ｏ・ボランティアぷらざのことが書かれておりまして、ほかのボランティア活動等支援

する機能を持つ他拠点との役割の整理が必要と書かれています。私は王子消防署で消防

ボランティアを行っています。北区ではボランティアぷらざが消防、防災のボランティ

アの拠点としており、東京都では消防署のボランティア防災、東京都ボランティア防災

というのが防災の拠点となっておりまして、また北区ＯＧ防火部、女性の会とか、様々

なボランティアが乱立している状態にあります。なおかつ、これらは今は全く接点を持

っていない状態なのです。なので、おのおのが、例えば災害が発生したときに１つ１つ
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何か別々の行動をしてしまったら、あまり合理的ではないと思うので、そこの接点を持

って、どのようにしていくのかという連携も、地域振興においては必要になるのではな

いかと思いました。 

  また、最後なのですけれども、周りの町会・自治会の方に聞いたら、やはり高齢化や

後継者不足が課題ということを聞いております。私の地元でも、お祭りとか、夏に公園

でお祭りを行っていたのですが、こういうものや秋のおみこし、子どもおみこしなどが

なくなってしまい、地域の関わり合いというのが一つ遮断されてしまったのかなと思い

ますので、イベントとかを行って活性化する必要があるのではないかと思いました。 

  以上です。 

 

○部会長 

  ありがとうございました。 

  それでは、続きまして、委員、よろしくお願いいたします。 

 

○委員 

  私はやはり前回と同様に、若手をどう育成していくか、ふるさと愛着育成のために何

をしていくか、そこがゴールになってくるのかなというふうに考えてみました。 

  北区の様々なイベントが今もありますが、情報がキャッチしにくいというところがあ

ると思いますので、ホームページよりも簡易的に対象別のイベント、高齢者向け、若者

向け、子ども向けに、何のイベントを北区が行っているのかという、プラットフォーム

というか、何か分かりやすい、北区の情報を取りにいきたいと思うようなものをつくる

必要があるのかなと思いました。そのサイトを見ることで、イベントで使えるクーポン

とかを発行していたりすると、地域のイベントに参加する人が増えてくるのかなという

ふうに考えました。 

  あと、ボランティア、イコール無償とか、あとは有償ボランティアという言葉で最低

賃金を少し下回ったような報酬、ボランティア、イコール無償、低額で行うという、こ

の概念を少しずつ是正していきたい、変えていく必要があるのではないかと思っていま

す。なかなか収入にならないというか、お金にならない、直結してこないということに

なってくると、どんどん担い手が少なくなってきたり、活動の継続が困難ということに

なってくるので、何か事業をする、北区に貢献するというときに、安い賃金で、ボラン

ティア感覚で行うというのを是正してほしいというふうに考えております。 

  今、北区の地域づくり応援団事業から助成金をいただいて活動しているところなので

すけれども、団体構成員の人件費に関しては対象外。備品や外部講師を招く分には人件

費は出るけれども、団体構成員の人件費に関しては助成対象外とで、結局持ち出しをし

て事業をしなければならない。すると、やはり継続が困難であったり、であれば、助成

金を受けないで自分のところで行ったほうがいいということが出てくるので、もう少し

ボランティアがすばらしいみたいな感覚というのは、今後是正されていく必要があるか

なというふうに考えています。 

  それから、自然発生するコミュニティ形成を促す環境づくりということで、外遊び、

区内施設を使って遊んだ記憶、楽しかったという記憶が、そこでの人間関係がふるさと
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愛着を形成して地域活性につながるかなということを考えました。 

  今、公園でゲートボールをしているお年寄りを見なくなりました。理由は近くに保育

園、園庭のない保育園がたくさんできたからです。園庭のない保育園も、もしくは園庭

が小さい保育園も、近くに公園があれば保育園を建てることができるということで、保

育園をたくさん造ることになって、ご老人の外で遊ぶ場所がなくなってしまったという

ところがあります。 

  それも保育園を優先すると片方がというところがあって、その年齢別の、お年寄りの

遊び場所ではないですけれども、小学生の遊べる場所、ボール遊びをしていい場所、そ

のような外遊びをする年齢別に応じた施設というのができていく、そういうところは小

中高生に、区内の施設ふれあい館とかも小中高生には無償で貸出しするなどして、人間

関係が密になる場をもう少し増やしていくといいのかなというふうに考えました。 

  以上です。 

 

○部会長 

  ありがとうございました。 

  それでは、続きまして、委員からお願いいたします。 

 

○委員 

  幾つかありますけれども、まず基本的に老若男女全ての人が関わりやすい地域と、つ

ながる北区にというのが私は望ましい姿かなと思っています。どうしても行政の施策だ

と、年齢だったり役割だったりで、いろいろなイベントだったり事業が分かれてしまう

ので、本当に多世代交流ができる、なおかつ、今とても増えている外国人の人とどうつ

ながるかとか、あとは大学もいっぱいある中で、一時的にだけれども地域にいる大学生、

学生の人たちをどう巻き込むかで、また北区が変わっていくのかなと思っています。 

  今、２３区の区長会の資料を先日ネットで見たら、町会・自治会加入だけでも、今は

２３区５３％ということで、かなり数字が減っていて、町会・自治会加入促進リーフレ

ットを作っただけでいいのかなとか。あと英語、中国語、韓国語で作られていますけれ

ども、実際、中国の方とか韓国の方と接していて、割と皆さん日本語がしゃべれる方が

多いです。ご家族、おじいちゃん、おばあちゃんはしゃべれなくても、お父さん、お母

さんはしゃべれるのでとか、あとつながりがとてもあって、小学校に同じ国の人がいれ

ば、その中で情報交換したりするので、ここで情報として必要な言葉の見直しも大事な

のかなと思います。 

  今、北区で１位は中国人の方がすごく多いですけれども、２位韓国、朝鮮が２，５８

９人、その後ベトナムが１，９３５人、ネパールが１，２１８人、バングラディシュ、

ミャンマーと続いていまして、ネパール、ビルマ、ベトナム語とか、かなり多種にわた

っていろいろな言葉をしゃべる人が増えていて、なおかつ日本語がしゃべれない外国の

方が増えているなというのが、保育士をしていてしみじみ感じます。 

  なので、ボランティアの方を活用するとか。今、北区にＮＰＯ団体が１５３団体ある

そうなのです。いろいろな活動をしている団体の方がいらっしゃるので、行政で手が届

かないところをそういうところと協力して行っていったりとか、あとは商店街ですとか、
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町会・自治会だけではなくて、例えば大きなマンションの自治会とか団地とか、そのよ

うなところ、たくさんの点がつながれるきっかけができたらいいなと思います。 

  ただ、今はコロナ禍なので、どうしても人が集まるとかイベントというのが難しくな

ってきているので、ＩＣＴ活用も、とても重要なキーワードとなると思うのですけれど

も、タブレットを渡しただけでは使えない。インターネットを少し見て終わりというこ

とが結構多いので、活用方法ですとか講座とか、こういったイベントができるよ、とい

う、ちょっとしたアイデアやきっかけを町会・自治会などに投げかけてもらえればなと

思います。 

  少し雑多になりましたが、以上です。 

 

○部会長 

  ありがとうございました。 

  それでは、続きまして、委員、よろしくお願いします。 

 

○委員 

  まず、地域振興は本当に広い視点で見ていかないと、何をもって成功か、何をもって

失敗かというのも、非常に判断するのも難しいような課題であると思ったので、簡単に

書かせていただいたのですけれども。まずまちづくりから「北区のまちづくり」、「人

の暮らし」、「仕事」、「風土や歴史」、「文化」、「産業」、いろいろな角度で地域

振興の見方があると思うのです。どこの部分で、どのような形で、もちろん全てをボト

ムアップするというか、いい方向にもっていきたいというのが２０年後の望ましい姿だ

と思うのですが。 

  先ほど住民たちの町会・自治会の問題とか、商店街の問題とか、年齢の問題で、今、

私本当に懸念しているのが町会・自治会も、あちらこちらで、今まで長くお祭りとかい

ろいろなことを行ってきていただいた方たちが非常に高齢化しているということです。

本当にその辺を考えていかなければ、まずいけないのかなというふうには考えておりま

す。 

  今回は、みんなが豊かに暮らすという部分で、私、絞らせてもらったのですけれども、

まず北区に、とにかく住んでいただいて、仕事をしていただいて、生活していただいて、

子育てもしていただいて、老後も過ごしていただくということが、一番地域振興の土台。

外から呼んでくるいろいろなイベントで活性化するという前に、まずそこの土台の部分

をきちっと整備していったらいいのかなというふうに思いました。 

  この前も話が出ましたけれども、イメージというのですか、外からのイメージ。北区

に住もう、北区っていいところだよね、というような大きな声というのはなかなか聞こ

えてこない。なので、とにかく北区の外から人に住んでもらうためには、イメージアッ

プがとても大事なのかなと。そこがまずできていれば、次のことがスムーズに進むのか

なというようなことを考えさせていただきました。よく撮影であそこどこだったの、ド

ラマであそこの撮影はどこだったのというようなのがありますけれども、そういうのを

逆に北区でも、こういういいところがありますよというふうな周知を、誘致をしてみる

というのも、イメージアップには一番効果があるのかなというふうに考えました。 
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  あとは、先ほども言いましたけれども、まち・ひと・しごとという部分では、とにか

く若い起業家、ベンチャー企業を、そういう若い起業家にとにかくいっぱい来てもらえ

るような環境をつくると。そして北区に住んでいただいて、働いていただいて、生活し

ていただけるような環境を今以上に提供できるような形にもっていったらいいのではな

いかと。 

  また、今、団塊の世代とありましたけれども、年を取って、ある程度仕事をリタイア

した人のセカンドライフを、北区で過ごしながら仕事ができるよというようなライフス

タイルづくりも提供できたらどうだろうかと。 

  あと、シングルマザーの問題。とにかく子どもたちが貧困というか、貧しい暮らしを

しているというのは、絶対防止しないと、大人の責任として防止しなきゃいけない。そ

ういう部分では、多分シングルマザーで一番働ける条件が、時間の制約なのですよね。

だから時間の制約を、その人その人に合ったようなパターンで仕事を提供できるような

うまい仕組みを少しずつつくってあげて、要するにたくさんの方たちが北区で仕事を持

って働いて、消費もしてというようなことができるような仕組みをつくっていったらい

いのではないかなというふうに提案させていただきます。 

  あと風土・文化につきましては、北区の観光、それからお祭り、お祭りも先ほども出

ていましたけれども、町会・自治会も商店街も高齢化してきて、次はできないというよ

うなところも中には出てきています。そういうのを、例えば商店街などにも、北区の地

域事情を学んでいる大学生と一緒に組んでお店を出店していただいたりとか、町会・自

治会の会員に入っていただいたりとか、そのようなことを話し合いながら、豊かな生活、

金銭面ということではなく、心が豊かになるような伝統やイベントを継続できるような

形をつくっていったらいいと思います。 

  一番大事なのは、行政と民間企業、とにかく一緒になって、そういうチームをつくる

というか、そのような体制ができたらいいのではないかなというふうに思います。 

  簡単ですが、以上です。 

 

○部会長 

  ありがとうございました。 

  それでは、委員、よろしくお願いいたします。 

 

○委員 

  はい。まずは地域振興という話になったときに、私は何かと思ったら、やっぱりソフ

ト面の見直しかなというところを強く感じました。もちろん町会・自治会という既存の

組織だったりとか、これから新たな組織づくりみたいなところまで含めたときに、それ

の運営方法だったりとか、仕組みという部分が地域振興とすごい関わりがあるのではな

いかなと思います。 

  まず既存の地域コミュニティに参加することというのが、先ほども委員から出ていま

したが、無償のボランティア精神で成り立っているというのが、少し負荷がかかってい

るから、皆さんがまちに関わりにくい状況だったりとか、既存の仕組みであっても、そ

れを利益に還元しにくい状況というのは、やはり継続を、持続可能な団体活動というの
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が難しい条件の一つなのかなと思っています。逆に、今の既存の形というのが町会・自

治会で出来上がってしまっていて、なかなか変えるのが難しいのであれば、それとは別

で、並列な団体づくりみたいなのが今後現れてもいいのかなと思っています。 

  それに置き換える形で、二つ目が各エリアでの「まちづくり協議会」みたいな在り方

があると思うのですけれども、これはどうしても防災に特化した形でのまちづくりとし

て第一に始まることが多いのですけれども。今回私たちの岩淵町地域でも、それが防災

特区になったことによって「まちづくり協議会」が発足するのですが、それが防災だけ

の話ではなくて、町会・自治会と並列な立ち位置でまちのことを一緒に考える仲間づく

りというのをする必要がありますよねということで、私も意見をさせていただいている

のですけれども、各地域でもそういう位置づけでの地域について考える組織が必要なの

かなと思っております。これはＪＣを卒業された皆さんとか大体４０代になったときに

まちとの関わり方を失ったりするところから、継続的に関わるときにまちづくり協議会

に入るなどの受け皿にもなるのではないかなと思っています。 

  また、まちづくりの新たな担い手としての行政の補完的な機能を担える団体などを都

市再生推進方針などの指定だったり、そういうことでコミュニティによる地域づくりを

進める方針だったりとかを取り入れていくのも、今後の鍵になるのではないかなと思っ

ています。 

  あとは、東京都のエリアリノベーション推進事業など積極的に活用して、現在活動場

所に悩む団体からの相談をよく耳にするのですが、やはり空き家を活用したいという人

はもちろん多いですけれども、なかなか北区で空き家があるかないかという話を聞くと、

実際的な調査の中では空き家はあまりありませんという回答をもらうのですが、実情的

には空き家は結構ある状態なのです。それを地域の声だから分かる、地域の関係性だか

ら活用できるというものを利用しながら、うまく空き家活用からの地域コミュニティの

推進などを進めていけたらいいのではないかなと思いました。 

  なので、ソフト面をいろいろ変更することによって、持続可能な団体活動を支援する

仕組みづくりというのを今後２０年で行っていく必要があるかなと思います。 

 

○部会長 

  ありがとうございました。 

  それでは、続きまして、委員、お願いいたします。 

 

○委員 

  お金の問題も含めて、人間同士が結びついた時代であってほしいなと思っております。

人はどちらかというと孤立へ向かっているような気がしているのですが、非常に弱い立

場の人間の方向へ向かい始めると、同類相憐れむではないけれども、やはり一緒になっ

て一体になった考え方にもっていかないと、なかなか乗り切れないのかなと思っていま

すので、地域振興という形とは随分違う意味で、一つの社会形成というか地域振興をつ

くっていかざるを得なくなっているのが現代社会かなという気がいたします。 

  どうか若い人たちでよくよく討論されて、自分の年収、今１，０００万とか、そのよ

うな誇り方もありますが、まず人間であるということをきちっと考えていただいて、人
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間、特に日本人にはハレの文化というのもありましたので、後ほどの人権の問題もあろ

うかと思うのだけれども、みんなで仲よく、あるいはけんかしてでも討論をして、いい

社会、いい北区にしていただきたいと思います。ぜひとも若い人に申し訳ないが頑張っ

ていただきたい、このように思います。 

  以上です。 

 

○部会長 

  ありがとうございました。 

  一通り各委員の方からお話をいただきました。続きまして、欠席委員から資料を頂い

ているということですので、事務局からご紹介いただくというふうになります。よろし

くお願いします。 

 

○事務局 

  事務局でございます。 

  欠席された委員から、地域振興についてのみご意見をいただいておりますので、ご紹

介させていただきたいと思います。地域振興の一番後ろのページをご覧ください。 

  数多くご意見をいただいております。何点かご紹介をさせていただきたいと思います。 

  資料の中段でございます。高齢化町会役員のための行政ではなく、若い現役世代の町

会役員をつくるための行政対応。 

  そこから少し先に進んでいただきまして、北区の行事・イベント、町会の行事・イベ

ントの告知。より具体的に可視化できるようにし、興味を持った方の囲い込み、参加で

きる体制づくり。 

  続いて、お祭り、防災訓練、交通、防犯、その他もろもろのキャンペーン、イベント

など発信できるものは全て声かけし、仲間を集う体制を確立する。 

  最後に、地域として何かできる、何でもできる将来の姿を目指す。 

  以上、委員からいただいた意見をご紹介させていただきました。詳細は後ほどご高覧

いただければと思います。よろしくお願いします。 

 

○部会長 

  ありがとうございました。 

  それでは一通り各委員の皆様からご意見をいただきましたので、次に政策検討シート

につきまして、この地域振興につきまして、事務局から説明をお願いしたいと思います。

よろしくお願いいたします。 

 

○事務局 

  それでは、地域振興の政策検討シートでございます。 

  まず、基本計画の８３ページでございます。政策２－２コミュニティ活動の活性化、

こちらをベースに今回地域振興の検討シートを作成させていただいたところでございま

す。 

  次の８４ページ、下の施策の方向性ということで（１）コミュニティ活動の支援、①
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の地域活動・交流の促進であったり、②様々な活動主体による連携・教育への支援。

（２）コミュニティ施設の充実、①コミュニティ活動の場の整備だったり、区民主体の

施設運営の推進、このようなところをまとめて、今回政策検討シートにまとめさせてい

ただいたところでございます。検討シートの１の当該分野の実績と成果については、地

域振興の各項目において、これまで区が取り組んできた事業等の実績と、可能な限り区

民の視点から、成果として、これらの事業がどの程度進んだのかといった観点に着目し

て記載させていただいておりまして、これらの実績や成果を踏まえ、２枚目の課題や現

状などを導いているところでございます。 

  まず（１）コミュニティ活動支援の主な実績でございます。一つ目の町会・自治会加

入促進リーフレットの作成や、二つ目の町会・自治会、民生・児童委員やＰＴＡ、商店

街、企業など、様々な活動団体が情報交換をすることで地域の連携を深める「地域円卓

会議」の実施は、こちらの主な成果の右隣でございます。町会・自治会に参加したこと

がある人の割合や、地域円卓会議を通した避難所開設訓練の実施のように、主な実績か

ら導き出された主な成果というふうにご覧をいただければというふうに思っております。

なお、ここでお示しさせていただいている件数等については、主に平成２７年度以降の

実績ということで記載をさせていただいております。 

  （１）の主な実績の五つ目でございます「地域づくり応援団事業」。先ほど委員から

もご紹介がありましたが、こちら、北区のまちづくりのための新しい担い手の裾野を広

げることを目的に、ＮＰＯやボランティア団体等が主体的になって行う事業に対して、

上限５０万円を助成する制度でございます。 

  次に（２）コミュニティ環境整備の主な実績でございます。こちらについては、町

会・自治会館建設等助成制度による助成や、町会・自治会活動におけるＩＣＴ活用支援

などとし、会館建設等の助成制度の利用率などを主な成果とさせていただいております。 

  下の２の当該分野における区を取り巻く環境の変化でございますが、１の項目につい

て、社会経済動向、法整備や国・都の政策の変化、区民ニーズや行動の変化で分けてお

示しをさせていただいております。 

  まず、左下にございます社会経済動向でございますが、地域住民の高齢化に伴う担い

手不足が顕在化していることや、新型コロナウイルス感染拡大による社会経済活動の制

約及び町会・自治会活動の自粛、縮小を挙げております。 

  また、真ん中の法制度や国・都の政策の変化でございますが、上から二つ目でござい

ます、東京都が令和３年３月に策定をいたしました２０４０年代に目指す東京の姿と、

その実現のための２０３０年に向けて取り組むべき戦略を提示した「未来の東京戦略」

から引用した文章になってございます。目指す２０４０年代の東京都の姿として、まち

の至るところにリアルとオンラインの強みを生かした様々な居場所の創出、各地域の大

学と町会・自治会が連携し、学生が地域課題の解決に参画することなどを掲げておりま

す。 

  その次、右隣でございます。区民ニーズや行動の変化でございますが、二つ目のテレ

ワークの推進や各種オンライン会議等、デジタル技術の活用が日常化していること。三

つ目の北区区民意識・意向調査において、区政や地域活動への参加を促進するために区

が力を入れるべきところについては、多様な手段を活用した区政の情報発信などの回答
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割合が高くなっていることを挙げております。 

  続いて資料の２ページでございます。 

  ３の区の現状の（１）コミュニティ活動支援についての現状以下の課題、取組みの方

向性についてでございます。 

  まず３の（１）でございます。一つ目に新型コロナウイルス感染拡大に伴い、地域活

動や絆づくりにも支障が生じていること。二つ目の地域づくりの担い手となる世代交代

など社会環境が顕著に変化していること。こちらについては、真ん中の関連資料の図表

の１、左側でございます。町会や自治会長の年齢構成ということで、７０代、８０代が

全体で７４．２％を占めているといったところをお示しさせていただいております。 

  こちらについての課題でございますが、４番でございます。こちらの上から三つ、ご

覧ください。 

  一つ目が地域活動参加のきっかけづくりのための情報発信が必要なこと。二つ目が区

と町会・自治会の情報伝達について。三つ目が町会・自治会加入率の低下。また、その

後段の担い手不足などへの対応。こちらも先ほど２名の委員からもご指摘をいただいた

ところでございます。 

  こちらの課題三つに対して取組みの方向性、５の上から三つでございます。一つ目が

地域をテーマにした講座の実施や、絆づくり推進プロジェクトの推進など。二つ目がＩ

ＣＴを活用した発信方法の整備や、町会・自治会活動の新たな仕組みを構築することな

ど。三つ目が区民全体の地域コミュニティに対する関心を高める施策の展開。こちらに

ついては、後段の文章の特性に合う施策、こちらについては２名の委員からもご指摘を

いただいたところでございます。 

  こちら以上です。 

  ３の区の現状の（２）コミュニティ環境整備についての現状についてでございます。

現状の３の（２）でございます。一つ目が地域住民主体の施設運営の推進。二つ目、三

つ目については、各区民施設整備についての現状について、お示しさせていただいてお

ります。関連資料の図表の３が参考資料となっております。こちらは地域住民主体の施

設運営をしているふれあい館についての年間の利用者数でございますが、新型コロナウ

イルスの影響でお示しのように利用者数が激減しているというところでございます。 

  こちらの現状を踏まえた課題でございます。４の下から三つでございます。町会・自

治会の高齢化に伴い人員不足などにより、施設運営の継続ができなくなるケースが出て

きていること。各区民施設の効果的な運営方法の整理・検討が必要なこと。各区民施設

の計画的な改修と時代に合ったニーズへの対応。 

  こちらを課題とし、こちらの取組みの方向性でございます。取組みの方向性の下から

一つ目でございます。各施設の適切な計画・修繕と施設の安定的な運営の推進、こちら

を取組みの方向性とさせていただいております。 

  簡単ではございますが、検討シートの地域振興についての説明は以上でございます。 

 

○部会長 

  ありがとうございました。 

  それでは、この会議のやり方ということで、一度各委員の方々からご意見をいただき
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ました。また、ここで政策検討シートについて、事務局からご説明をいただきました。

この後、改めて各委員の方々から、また一言ずつ、ほかの方のご意見を伺った感想なり、

あるいは言い足りなかったこと等もあれば付け加えていただければと思います。時間の

関係もございますので、手短にお願いをできればと思います。 

  ということで、先に私から、一つは、先ほど副部会長からもお話があったのですけれ

ども、なぜ町会・自治会に入る必要があるのか。なぜコミュニティが必要なのか。とい

うことをきちっとそれを整理して示してあげないと、なかなか若い人たちが入ってくる

のは難しいのかなという気がしております。 

  また、これは委員からもご指摘があったのですが、イベントだけではなく、ふるさと

といいますか、なぜ北区にいるのかと。北区との精神的な結びつきですか、イベントを

やればそこにコミュニティができるわけではないのだと思いますので、そこをどう考え

るかという。 

  最後に、これは皆様方からお話を伺った中で思ったのは、これ副部会長がご専門だと

思いますが、例えばもう少し意識調査の中でコミュニティをどう考えていくか。こうい

うことをやったらどうなるか。もう少しエビデンスを積み上げた中で、コミュニティの

在り方みたいなことを議論するというのも、基本構想の中では難しいと思うのですが、

その後でぜひご検討いただければなというふうに思っております。 

  副部会長、簡単にお願いできればと思います。 

 

○副部会長 

  ご説明ありがとうございます。 

  全体の大枠としてなのですけれども、少しまとめて、一つ地域振興という言葉の中に

複数の側面があるということを複数の委員がご指摘されていたと思うのですが、地域経

済的な側面ですとか、産業振興的な側面というのが、前回の部会で随分議論されていま

したので、何か中身をきちんと分けたほうがいいのではないかなという気がしています。

経済的な側面とコミュニティ的な側面を分けていただくと。今日のご説明、事務局から

のご説明の中でも、基本的にコミュニティ形成のところに特化して説明をされていたと

思いますので、その分け方がいいのではないのかなと思いました。 

  もう一つ、前回の産業振興のところでもお話ししたのですが、個別の担い手をつくる

とか、組織をつくるとか、事業所をつくるとかというところについての施策は、かなり

実績等積まれているというふうに印象を持ったのですが、それをどうつなげていくのか

という次の段階の部分が、前回も今回も課題として残っているのではないかなという気

がしましたので、多様な資源をどうつないでいくかということで、ネットワーキングを

どう仕掛けていくかというところをメッセージとしていただければいいかなと思ってい

ます。 

  以上です。ありがとうございました。 

 

○部会長 

  ありがとうございました。 

  それでは、続きまして委員、お願いします。 
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○委員 

  これまでの概念にとらわれない、例えば町会・自治会という概念にとらわれない新た

な方法の施策と、伝統との両立が一つ重要な点になるのではないかなと思いました。 

  また、北区はマンションが多く増加しておりますので、その点で地域意識というのが

少し薄れている一因だと思いますので、そこのファミリー世帯であったり、若者をどう

取り入れるかというのが、今後重要になるのではないかと思いました。 

  以上です。 

 

○部会長 

  ありがとうございます。 

  委員、お願いいたします。 

 

○委員 

  私も、今後人口を維持していくというときに、タワーマンションがどんどん建って、

また新しい外部の人が入って来て、その人たちにどういうふうに教育していくかという

ことを考えたときに、やっぱり小中学校とか公立の学校、保育園というところがキーポ

イントになってくるのかなと思っています。もっと魅力的な、この小学校に入れたい、

とかという公立の小学校とかが増えることによって、小学校とか保育園というママ同士、

大人同士の付き合いが生まれるところにもう少し魅力をつくると。子どもが遊ぶ環境、

大人が勝手につながる、自然発生的にコミュニティができるというところを、もう少し

環境をつくる、イベントをするというよりも環境を整えていくということが大事なので

はないかなというふうに改めて思いました。 

  以上です。 

 

○部会長 

  ありがとうございます。 

  委員、お願いいたします。 

 

○委員 

  皆さんおっしゃったこと本当にそのとおりと思いながら、うなずいていたのですが、

改めて思ったのですけれども、地域振興を考えていく上でメリットをいろいろ挙げてい

くのも大事なのですけれども、結局何で地域でつながるのが大事かというと、困ったと

きに助け合えるということが一番だと思います。今、災害ですとか病気とか、いろいろ

困ったことが多い中で、北区は川が多いとか崖だとか低地だとかで、防災というところ

が一つのキーポイントになるのかなと思いまして、以前、まち・ひと・しごと会議のと

きだったと思いますけれども、避難所の話で「実際にその地域の人が全員入れるのか実

験をしたことがありますか」という意見があったのですが、昼間の人口と夜間の人口で、

その地域に住む人とか状況が変わってくる中で、避難所を開設して、どれだけの人が入

れるかとか、具体的な実験を一つ一つ行っていったりですとか、外国人向けの防災訓練
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ですとか、防災に強い北区、避難訓練をまめに行っている北区というのは、少し住む上

で魅力かなと思いました。 

  以上です。 

 

○部会長 

  ありがとうございます。 

  それでは、委員、お願いします。 

 

○委員 

  おおむね皆さんが話してくれたとおりだと思っております。コミュニティって何だろ

うと思ったときに、地域の絆という言葉がすごく多用されていたのですけれども、その

地域の絆をつくるためには、地域愛とかシビックライフを高める、醸成するということ

が今後も必要になってくる中で、新規に引っ越して来た人たち、参入した人たちという

のが、どうやったらこの地域に愛着を持って過ごしていけるかというのを、いろいろな

団体、仕組み、組織、いろいろな関わり方があると思うのですけれども、この地域の魅

力の発信みたいなところや情報がどうやって取り入れられるかというところを、また着

目していけたらいいなと思いました。 

 

○部会長 

  ありがとうございます。 

  委員、お願いいたします。 

 

○委員 

  コミュニティづくりというのは、私もずっとそれに携わって４０年間は地域コミュニ

ティづくりを行ってきたのだけれども、この高齢化の中で次の世代をどう生み出すかと

いう、それが一番の難問になっているところであり、そのような意味で自分たちの時代

はつくり上げたのだけれども、あとの後ろの追いかけてくる世代をつくることができな

かったというところが、一番の問題であったのかなとつくづく思っております。 

  できる限り、あまり長い間その同じ人間が行うということはなかなかいいことでは、

はっきり言ってありません。次世代を早くつくって、５年ないし１０年の間には中を入

れ替えていくという方向へ向かって、この町会・自治会でも、全ての団体とかサークル

等々、どうしても君臨してしまうような、その状況だけは避けねばならないというのを

つくづく思っておりますので、ここら辺だけは進言させていただいて、そのような将来

のまちづくりであれ、ＮＰＯ等々も含めて、そのような動きが理想なのではないかなと

思います。 

 

○部会長 

  ありがとうございます。 

  委員、お願いします。 
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○委員 

  皆様のいろいろなご意見を聞いて、本当に勉強になりました。 

  ふと思ったのは、今、町会・自治会というような言葉が非常に出ていましたけれども、

コミュニティという部分で、本当に今、年齢の問題から、外国人の問題から、地域自体

が変わってきている。それで、いろいろな意味でインターネットが日常の生活だという

部分で変わってきているのは、過渡期なのかなというような感じがいたします。 

  そこでふと思ったのは、では町会・自治会は本当に必要なのだろうかと。人は何のた

めにコミュニティを求めるのだろうかといったときに、やはり必要でないものは要らな

いのではないか。ただ、本来の意味を、町会・自治会の本来の大切さ、先ほども防災と

か、いろいろなことが出ましたけれども、私は本当に大事だというふうに思っています。

困ったときにやはり近くの人、近くの皆さんの力を借りる。そのときに初めて町会・自

治会の大切さが分かるのかなという、今、世の中になっていっているのではないかとい

うような気がします。 

  一つ思ったのは、皆さんそれぞれいろいろな生活をされていて、コミュニティという

ものを自分なりに皆さん持っていると思うのです。だから、そういう部分で、新しいコ

ミュニティをつくって入ってくださいということより、コミュニティとコミュニティを

つなげていく、つなげていって大きなものにしていくというような仕組みを考えるとい

うのも、一つこれからの世の中なのかなというような、では何だと言われたら出ないの

ですけれども、そのような気もしました。 

  以上です。 

 

○部会長 

  ありがとうございました。 

  地域振興に関しましては、委員の皆様から多様なご意見をいただきました。どうもあ

りがとうございました。 

  それでは、次のテーマに移りたいと思います。次は人権・多文化共生・男女共同参画

ということで議論を進めていきたいと思います。 

  先ほどと同じような形で進めたいと思います。同様に２０年後の望ましい姿について、

ポイントを絞ってご発言いただければと思っています。僭越ながら順番ということで、

私から話をさせていただければと思っております。 

  人権・多文化共生・男女共同参画、いろいろ書かせていただいたのですが、やはりコ

ロナ禍で外国人の問題というのも大きいだろうと思います。北区の、この辺は特徴なの

ですけれども、結果だと北区は２３区の中でも海外からの人が多いということで、彼ら

とのコミュニティ。外国人のコミュニティもそうですが、北区の中で、どのような形で、

いろいろな多様な海外の人と付き合っていくのかということが大事なのだと思います。 

  そのとき２０年後というわけではないですが、コミュニティを持つためにはコミュニ

ケーションが必要で、コミュニケーションをするためにはお互いに言語を知る必要があ

る、必要なのだろうと思います。多分、我々が中国語だとか、あるいはほかの国の言葉

を学ぶだけでなくて、彼らの日本語を学ぶ機会を広げていくということも大事だろうと

思います。また、国際化の推進というのは、地域振興にも大きなチャンスになるのでは
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ないかなと思います。 

  それから、子育てするなら北区ということもあるのですが、これ少し辛口で申し訳な

いですが、昨年の１２月に「共働き子育てしやすいまち２０２１」のランキングがあっ

て、その中で荒川区、板橋区が１１位ということで出たのですが、北区は圏外でランク

の中にも入ってなかったということがあります。 

  個人的に、環境の違いとか、いろいろなことがあるのですが、できればなぜそういう

ことになったのか。あるいは他の区と競争する中で、どうしてそういうような状況にな

ったのかということについても、きちんとデータ等そろえて、議論していただくという

のが大事かなと思います。また北区の場合には、多様な人が住んでいる、また行き交い

するコミュニティであるということを考えていくというのも大事だと思います。 

  大体こういった政策の並びだと、産業があって、地域振興があって、そして、こうい

った男女共同参画とか人権ということなのですが、この並びというのが果たしていいの

かどうなのか。例えば北区がもっと多様な人たちを集めていくということであれば、別

に地域振興とか人権とかは、産業だとか住宅だとか、そのようなものよりも前にあって

もいいのかなというような気もしております。 

  これはいろいろな関係があるので、そう簡単な話ではないかもしれませんが。そうい

うところを踏まえて、何が必要なのか、コロナ禍でどういうようなウエートをかけてい

くのかといったときに、ここの分野というのはすごく大事なのだということも考えてい

く必要があるかなと思いました。 

  それでは、副部会長、お願いいたします。 

 

○副部会長 

  よろしくお願いいたします。私からも、手短に３点お話しさせていただきます。 

  多文化共生に関しては、今回政策検討シート上に出てきているかどうか確認しきれて

いないですが、既に平成３０年に北区多文化共生指針を北区は策定していて、この策定

のプロセスには、地域の現場で活動されている町会・自治会の方ですとか、日本語学校

のボランティアの方、日本語教室のボランティアの方ですとか、あるいはエスニックグ

ループの代表の人ですとかという方が参加されて、非常にいいものをつくってこられて

いますので、むしろこれをより具体的な方向に推進していくことをきちんと述べられる

ことが重要なのではないかなと思います。 

  具体的に恐らく我々が思いつく様々な施策は、ほぼ全てこの指針には既に盛り込まれ

ていますので、こちらを推進し、さらに一歩深めるためには、これらがどういうふうに

効果があるのか、あったのかということに関して、施策評価を別に行っていくような仕

組みをつくっていくことですとか、あるいは外国人住民を市民、区民として意見聴取を

する仕組みづくりが必要になってくるのではないかなと思います。 

  また、男女共同参画に関して、特にパートナーシップ制度はどうなったのか調べまし

たら、今年の４月に制度が検討されているということで、先進的な取組みを既にされよ

うとしていることでしたので、むしろこれの実効性をどう担保していくのかというとこ

ろを、きちんと責任を持って行うということを書き込むことが重要なのではないかなと

思います。 
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  人権尊重に関しては、基本的に、宣言ですとか、啓蒙活動を推進しますというところ

で終わることがあると思うのですが、一歩踏み込んで、例えば性的マイノリティーや民

族マイノリティーへのヘイトスピーチを防止する実効性のある条例制定とか、きちんと

実効性のある制度設計をしていくのだということを明言されていくということが、結果

として、ああこういう地域ならば安心して住めるというふうに、人を引きつけるような

地域になっていくのではないかというふうに思いました。 

  私からは以上となります。ありがとうございました。 

 

○部会長 

  ありがとうございます。 

  それでは、委員、お願いします。 

 

○委員 

  私の地元で昨年、アパートに住まれている外国人の方がどこにごみを捨てていいか分

からないということで、知らない人のお宅のところにごみをそのまま出してしまうとい

うことがありました。後から話を聞くと、外国人の方々はルールを知らないということ

でして、悪意があったわけではなかったようです。今現状では、生活習慣を教える場所

というのが日本語学校とかなので、可能であれば行政が立ち入れるようになればいいの

かなと。そうすれば、トラブルがなくなるのではないかと考えます。 

  また平和の観点で、戦争を経験された方というのが、もうほとんどいないような状況

で、今、平和に暮らせるということを考えないといけないのかなと思いまして、そのよ

うな伝承の事業が必要だと思います。または、現在の紛争国などを小中学校の授業とか

催物で紹介することで、平和を考えるきっかけをつくるということが必要だと思います。 

  あと、これは全国的にだと思いますが、育児において男性も積極的に参加できるとい

うのは、そういう社会づくりはまだされてない、あまりなされてないと思いますので、

気軽に男性も積極的に参加できるような体制をつくるべきだと思います。 

  また、最後になりますけれども、人権の制約です。パターナリズムという考え方です

けれども、今、赤羽とか居酒屋のところに行きますと、あまりよろしくないですけれど

も、高校生とか未成年者の飲酒・喫煙というのを普通に見ることができます。そこに対

しての人権の制約というのも、本人を守るという意味で必要なのではないかと、さらに

行っていく必要があると思います。 

  以上です。 

 

○部会長 

  ありがとうございました。 

  それでは、委員、お願いいたします。 

 

○委員 

  子どもを育てていく、次のリーダーとなる子どもたちをどう育てていくかということ

がポイントになるのではないかなと思っています。子どもが子どもの主張を発表できる
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場の拡大。子どもが自分たちの意見をもっともっと言っていく。それを大人に認めても

らう場を拡大していく。例えば、区長、小学生が区長とか区議、学校長と定期的に討論

会をするとか。そのような中で自尊心や子どもの人権、社会問題意識を持てるようにし

ていくことで、将来の社会構成員として立派に成長してくれればいいなと、そのような

２０年後になっていればいいなと思いました。 

  また、外国のすばらしい文化や教育を積極的に取り入れ、教育に役立てるということ

で、例えば日本では災害時に備蓄は乾麺という発想なのですけれども、もしかしたら小

麦粉や粉だけ用意しておいて、そこでカレー、ナンを作ってというほうが、もしかした

ら災害時にはいいのではないか、そういうことも考えました。 

  またインド式算数の取り入れですとか、東洋医学ですとか、今、この地球市民の一員、

私たちというところの考えで、この人権とか多文化共生という話がグローバルに進んで

いると思いますので、日本に来たら、郷に入ったら郷に従えとか、朱に染まれではなく

て、外国の文化のすばらしいものはどんどん取り入れていくという２０年後の姿になっ

ていることが望ましいと考えました。 

  また、男女共同参画という言葉が２０年後にはもうない。それが当たり前だというこ

とで、男性育児参加や育休取得が当たり前の社会となるプロモーションを２０年続けて

ほしいなと思いますし、それが当たり前の社会になっていることを望みます。 

  また、女性のスカートという制服制度、これも早々に考えていただきたいと思います。

髪型などの指定とか、個性や人権尊重というところで、思春期いろいろと物事を見る、

社会を見始めたその人たち、その子どもたち、未成年に規制をするのか、より個性を生

かせるように成長させていくのを大人が促すことができるのか。後者である学校の制度

であってほしいなと思いました。 

  以上です。 

 

○部会長 

  ありがとうございました。 

  それでは、委員、お願いします。 

 

○委員 

  四つに分けまして、まず第一に平和についてなのですけれども、私たちの世代ですら、

太平洋戦争はドラマとか映画の中の話で、とても遠いことのような印象を受けます。今、

世界で起きている紛争とか、そのようなことを知るほうがもっと大事なのではないのか

なと。もちろん広島、長崎のことを忘れることはないのですけれども、そのような今起

きている、世界で起きている状況を知ることによって、隣に住んでいる外国の方はどう

いうバックボーンなのかなとか、またそのようなことを考えるきっかけになるのかなと

思います。 

  それから人権についてですけれども、今、東京都の『未来の東京』戦略ビジョンの中

で、子どもの施策を第一に掲げるということが、項目がありまして、去年の３月に東京

都は子ども基本条例ができています。北区はいじめ防止条例はあるのですけれども、子

どもの基本条例がないので、ぜひそのようなところで、子どもは大事にされているよと
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いうのを明確に北区が挙げていただければなという希望です。 

  それから、外国人についてですけれども、さきほども少し言いましたけれども、言葉

がしゃべれない外国の人たちで今一番困っているのは保護者で、子どもがいる外国人の

方がとても困っている場面によく遇います。学校や保育園、幼稚園の先生たちはとても

よく頑張っていて、スマホの翻訳ソフトを使ったりですとか、直接電話をしたり、身ぶ

り手ぶりで話したり、一生懸命説明をしたりしているのですけれども、やはりふだんの

先生たちの過酷な業務の中で、そのようなものを個人の力に頼るのはとても先生たちに

も負担が大きいし、何かサポートしてもらえるところができたらなと思います。 

  あとは、男女共同参画についてですけれども、望ましい姿は本当に希望を書いていま

す。ＬＧＢＴＱとかＳＯＧＩとか、説明しなくてもみんなが知っている世の中になるた

めには、まず子どものときから男女共同参画とか、そのような性自認、性的指向を考え

る場が頻繁にあればと思います。 

  例えば、去年、企業で問題になりましたけれども、コンビニの「お母さん食堂」とい

うネーミングでしたりとか、お茶の「おーいお茶」というネーミングが性差別なのでは

ないかという話がありました。大人になってから考え方を変えるというのは本当に難し

いので、子どものときからそのようなことを自然に違和感なく考えられる場が、ジェン

ダー教育の場が増えるといいなと思います。 

  実際、今、保育園でおままごとを見ていると、お父さん役の子がご飯を作るとか、そ

ういう今までよくあるような男女が全然関係ないような遊びを子どもたちは既にしてい

ます。ですので、そのようなことを自然に伸ばせるように、例えば小学校の校帽に男女

の区別がついている学校がいまだにあるのですが、そのようなものを廃止するとか、先

ほど委員がおっしゃった制服です。 

  今、中学校のスカートとパンツは、校長の判断で選べることになっておりますが、校

長先生にまで相談しに行くのは本当に至難の業だと思います。制服は、もともと貧富の

差を感じさせないように導入されたというのが、昔の話で大きかったと思うのですけれ

ども、今は安くいい洋服もいっぱい買えますし、むしろ中学校の制服は一揃え１０万円

します。そちらの負担が本当に大きいし、冬はすごく寒いです。今コロナ禍で窓とか廊

下のドアを開けていて、本当に寒くて体調を崩す生徒もいます。なので、そのような現

状を考えて制服は不要かなと思います。 

  

○部会長 

  ありがとうございました。 

  それでは、委員、お願いいたします。 

 

○委員 

  若干、平和のジャンルに偏ってはいますけれども、今というのは結構受入れ態勢の強

化施策は目にすることが多いなと思っています。逆に北区から世界に羽ばたくための多

文化共生であったり、性の多様性についての知識というのが、受け入れるときは必ず準

備をするという気持ちがありますけれども、自分が向こうに行くという態勢を整えるの

は、基本的に自分たちがやる気を出さないとできないことが多いかなと思っています。
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これは諸外国では当たり前のことで、自分たちが向こうの国に行くために準備している

ことというのは、こちらの国も行くときにはもちろん準備して理解した上で、その文化

の中に飛び込んでいくという態勢があると思います。なので、そういうことをより一層

認知させていくということを小さいうちから行っていくべきではないかなと思いました。 

  同時に、そうやって様々なことを準備して、いろいろな人たちに理解してもらおうと

いう体制をつくっている行政が、グローバル化しているのかどうか。今の役所の方々は、

皆さん対応できる状態になっているのかというのも、気になるところだと思っておりま

す。 

  あとは、ここ近年いろいろな世界的な災害だったりとか、つい最近でも津波があった

と思うのですけれども、日本や世界のどこかで災害が起きたときに、北区として、北区

民として、みんながどういう取組みができるのかというのが、これからいろいろな地域

での付き合いというのが自分たちの地域だけはない、諸外国だったり、近隣の県だった

りということも、日本全国のことを考えていく北区になったらいいのではないかなと思

いました。 

  また同時に、３年前の台風１９号のときに、災害時のホームページの変更がグローバ

ル化の対応ができていなかったのかなと思っていて、これが多言語に対応したりとか、

豊島区は、台風関連の情報が一番早くホームページの上に来るように切り替わったので

すけれども、なかなか北区では情報が切り替わるのが遅くて、高齢者の方とか特にホー

ムページとか見なかったりすると、もう身を任せるというような、天候に対して対応す

るしかなかったのですけれども、そういうときにどういうふうに我々が活動していった

らいいのかというのが、もう少し具現化されるといいなと思いました。 

 

○部会長 

  ありがとうございました。 

  委員、お願いいたします。 

 

○委員 

  このお話も、私らの年代の人間にとっては大変難しい問題だと思っております。科学

的なものが進んで、男女差というのは何なのかという研究をもっとやはり学者が行って、

その中で男女の差とか研究していくことによって、やっと明らかになるものを、何百年

来で男女を分けて、あなたは男、あなたは女、そのようなタブーがされてきたと思うこ

と自体ナンセンスなのかなと思うので、今後２０年後たったときには、男女の差のない、

男、女、どちらでもいいではないというような時代になっていてほしいのかなというこ

とをつくづく思った昨今であります。奇想天外なお話でございますけれども、そのよう

に感じました。 

 

○部会長 

  ありがとうございました。 

  委員、お願いいたします。 
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○委員 

  まず多文化共生という部分で、自分でも外国人と日本人との隔たりというか、そうい

うものは持たないようにというような意識で、皆さんももちろんそういう時代ではない

ということで認識されていると思うのですけれども。一つ例として、川口市に芝園とい

う地域があります。そこに芝園団地というところがありますが、実は私もそこで、そこ

の商店街に加盟して出店していた時期があります、二十何年前になります。 

  その頃は非常に日本人ばかりの団地でしたが、徐々に中国人が増えてきて、ここ何年

かぐらいは、半分以上の住民が中国人になった。小学校に至っては、１年生の３６人の

うち二十後半、二十七、八人が中国人になった。まずそうなったときに、今これ議論し

ている私たちが、そのようなことは気にしませんよと言えますかというのが、まず問い

かけてみたいなというふうに感じました。 

  今、いろいろな意見が出ていたのですが、その多文化共生に関しては、本当に今まで

育ってきた背景とか、経験という部分が非常に心を左右していて、急に環境が変わって

くると、人はいろいろな見方がまた変わってきてしまうのだなと。 

  川口の話になりますと、私などは慣れてきて、中国人の方とのコミュニケーションを

取りながら、中国人の方たちとのイベントを企画しました。けれども、そこで反対をさ

れる方々もいました。さっきも話に出ましたけれども、ごみの捨て方、それから生活、

夜間、広場にパジャマで子どもたちが出て来て夜遅くまで遊んでしまうと。ですけれど

も、時がたって、それが慣れてくると、また人は見方が変わってくるもので、芝園団地

も中国語で貼り出すわけです。どんどん環境が変わって、人が変わってくると、町会・

自治会なり地域も変わってくると思うのです。ただ、そこで経験がない人たちが毛嫌い

するというのも、非常に理解できますので、小さい頃から外国人は差別してはいけない、

男の子も女の子も差別してはいけない、というような教育が一番大事なのかなというふ

うに感じております。 

  もう一つは、例えば中国、日本で生まれた中国人、両親が中国人ですが、そこの子た

ちが大きくなって、成人して立派に日本の社会に溶け込んでいます。そういう方たちが

かなりの数、北区に限らずいると思うのですけれども、そういう人たちに、こういう話

合いの企画とかにぜひ参加していただいて、議論する場を整えるということも非常に大

切なのかなというふうに感じております。 

  あと、先ほど防災ということが出ましたけれども、ぜひ防災に関しては、今後本当に

どういう気象変動があって、どのようなことが起こるか分かりませんので、地域で一緒

になって防災訓練とかを行うときに、今までのように集まって、ただこうですよ、ああ

ですよということではなく、もっとイベント的なものにして、防災訓練で地域にどんど

ん集まっていただくとか、発想を変えた防災という大事なキーワードを使ってコミュニ

ティを強化していくとか、そこに外国人も入っていただくような仕組みをつくったらど

うかということです。 

  あと、一番は先ほども言いましたけれども、外国人でも宗教によっていろいろ日常が

変わってくるというふうに聞いています。そういう部分での食の問題だとか、外食の問

題も含めて、必ず出てくると思いますので、そういうのも大人にとっても教育なり勉強

するなり、先を読んだ、多文化共生をぜひ検討していただければというふうに思います。    
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以上です。 

 

○部会長 

  どうもありがとうございました。 

  これで委員の皆様方から一通りご意見をいただきました。 

  次に政策検討シート、人権・多文化共生・男女共同参画ということで、事務局からご

説明いただければと思います。よろしくお願いいたします。 

 

○事務局 

  事務局でございます。 

  人権・多文化共生・男女共同参画の検討シートについて説明をさせていただきます。 

  まず、このシートでございます。また基本計画でございます。１１４ページでござい

ます。 

  政策２－７のグローバル時代のまちづくりと、次の政策でございます。１１９ページ

でございます。こちらの政策２－８の男女共同参画社会の実現を合わせて、こちらの政

策検討シートにまとめさせていただいたところでございます。 

  この分野については、全ての施策の基本として貫く理念であったり、区政運営の全般

に関わるものとして位置づけている自治体も多く、また性の多様性、多文化共生、男女

については、人権に関わる要素が大きいため、政策として打ち出す場合、同じ政策のく

くりにするのが妥当であると考え、一つにまとめさせていただいたところでございます。 

  こちらの中身でございます。１１６ページの（１）の①人権尊重であったり、②平和

の推進、また（２）国際交流、（３）外国人が暮らしやすい環境づくり、これらの点に

ついても、シートでまとめさせていただいております。 

  また男女共同参画のページでございます。１２１ページでございます。こちらの施策

の方向の（１）の②多様性への理解の促進であったり、（２）男女共同参画の推進。ま

た、次のページの１２２ページにございます、女性の活躍推進、こういった施策を含め

て、こちらの政策検討シートについて作成をさせていただいたところでございます。 

  それでは、政策検討シートでございます。まず（１）平和・国際交流の主な実績につ

いてでございます。平和祈念週間事業や、北京市西城区への区民交流団体派遣などとし

まして、平和への関心の向上、国際感覚の涵養など、こちらについて主な成果とさせて

いただいております。 

  また（２）人権・性の多様性・多文化共生の主な実績でございます。全般的には人権

啓発の活動や相談、外国人の暮らしの支援とさせていただきまして、主な成果として、

人権に関する理解への促進などを記載させていただいているところでございます。 

  （３）男女共同参画社会については、主な実績については、こちらも啓発活動や相談

体制の充実を記載しております。 

  次の下の２の当該分野における区を取り巻く環境の変化の一つ目の社会経済動向、左

下でございます。こちらが一つ目の新型コロナウイルスによる渡航制限による国際交流

への制約であったり、三つ目に記載がございます、ＳＮＳの利用者の急増によりプライ

バシーの侵害や差別的な書き込みなどの人権侵害が発生していること。最後に四つ目で
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ございます。パートナーシップ制度については１００を超える自治体での導入が、こち

らについて整備進展していることを挙げているところでございます。 

  次に真ん中の法制度、国・都の政策の変化でございますが、下から一つ目の東京都に

ついても、令和４年度中のパートナーシップ制度の導入を目指すことを、都議会で表明

しているところを記載させていただいております。 

  右隣の区民のニーズや行動の変化についてでございますが、二つ目の性自認・性的指

向など性の多様性への理解が進んでいることや、四つ目の若い世代を中心に共働き世帯

の増加により、出産や育児負担の男女の別なく分担することが普及し、女性の活躍推進

にも寄与していることなどを挙げさせていただいております。 

  続いて、検討シートの２ページでございます。 

  ３の区の現状の（１）の平和・国際交流についての現状以下の課題、取組みの方向性

についてでございます。まず３の（１）平和・国際交流の現状でございます。一つ目の

戦争を経験した世代の高齢化により、伝聞が難しくなっていること。海外友好都市との

相互交流事業の現状について、記載をさせていただいております。 

  こちらについての課題でございます。左下、課題をご覧ください。４の上から一つ目、

二つ目でございます。幅広い世代が平和について考えるきっかけづくりが必要なこと、

二つ目が国際交流事業の周知と成果の共有の必要性、これを課題としております。 

  こちらの課題に対する取組みの方向性でございます。５の取組みの方向性の上から一

つ目、二つ目をご覧ください。平和意識のさらなる普及・啓発、二つ目が海外友好都市

との交流事業の推進など、こちらについて取組みの方向性とさせていただいております。 

  また区の現状の（２）をご覧いただきたいと思いますが、（２）の人権・性の多様

性・多文化共生についての現状以下の課題、取組みの方向性についてでございます。 

  ３の（２）の一つ目でございます。ＳＮＳなどにおけるプライバシーの侵害など。二

つ目が外国人区民と日本人区民の日常生活面でのコミュニケーションの壁による誤解や

トラブルが発生していること。 

  先ほどごみの捨て方について、委員から具体的な例をお示しいただいたところでござ

います。ごみの捨て方について、転入の手続、北区については４か国語、英語と中国語、

韓国語、ベンガル語ということで、転入手続のときに「ごみの捨て方」というのをご案

内させていただいているところですが、そのような問題が発生しているというような実

情なのかなというふうに感じています。こちら外国人の人口についてでございますが、

左下の真ん中、北区の外国人人口、こちらの推移についても参考にご覧をいただければ

というふうに思っております。 

  ３の（２）の現状のＬＧＢＴやＳＯＧＩなど、性的少数者に対する理解や周知啓発の

推進、こちらについても記載をさせていただいておりまして、最後の、こちら先ほど副

部会長からご紹介いただきました、今年の４月より「北区パートナーシップ宣誓制度」、

こちらを開始することを記載させていただいております。 

  こちらについての課題でございます。４の上から三つ目、四つ目、五つ目でございま

す。人権への理解促進に向けた効果的な啓発の必要性。日本語学習支援の場の提供やお

互いの文化を理解する取組みなどが必要であること。五つ目でございます、性的少数者

への理解不足と人権尊重に係る理解促進の必要性。こちらを課題とさせていただいてお
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ります。 

  こちらの課題に対する取組みの方向性でございます。５の上から三つ目、四つ目、五

つ目でございます。課題同様、人権意識向上に向けた人権教育・啓発。こちらも課題同

様、多世代に向けた日本語学習の支援の場などの提供。五つ目が、個性が尊重され誰も

が暮らしやすい社会環境の整備と異なる価値観に対する相互理解。こちらを取組みの方

向性とさせていただいております。 

  最後に３の区の現状、（３）男女共同参画社会についての現状以下の課題、取組みの

方向性となっております。３の（３）をご覧ください。男女が個人として尊重され平等

に扱われる社会の実現に向けた啓発活動を実施していること。こちら関連資料の図表の

２でございます。こちらは北区の女性の参画状況でございます。こちら参考資料をお付

けしております。 

  こちらの区の現状の（３）の二つ目でございます。依然として性別による固定的役割

分担の意識がまだまだ存在をしていることを記載しております。 

  その下のＤＶなどの配偶者間暴力が、新型コロナウイルス感染症の影響などにより増

加傾向にあること、こちらも記載しております。こちらの関連資料ですが、図表の３を

ご覧いただけるかと思います。こちらについては昨年度の相談件数、配偶者暴力に係る

相談件数でございますが、昨年度、過去１０年間で最も多くなっているということを記

載させていただいております。 

  男女共同参画社会における今の現状における課題でございます。４の下から二つでご

ざいます。男女共同参画に係る啓発の工夫の必要性。最後に、ＤＶ被害者の相談におけ

る他の相談機関との連携の必要性。 

  こちらの課題に対する取組みの方向性でございます。５の下、二つでございます。啓

発活動と情報提供、支援の充実・強化。最後にＤＶに係る電話及び面接による相談業務

の維持継続と関係機関との連携。ここを取組みの方向性とさせていただいております。 

  以上、簡単ではございますが、検討シート、人権・性の多様性・多文化共生について

の説明は以上でございます。 

 

○部会長 

  ありがとうございました。 

  それでは、ただいま資料の説明をいただきまして、改めまして皆様からこの２０年後

の望ましい姿につきまして、人権・多文化共生・男女共同参画について、手短に改めて

ご発言いただければと思っております。 

  すみません、僭越ですが私から、私自分の話ではなくて非常に心に残ったといいます

か、心に響いたものでしたが、委員から、男性の育児参加のことで育休取得という言葉

がなくなっている、当たり前だと、これはすごく大事な話なのだと思っております。ま

た委員から、少し趣旨が違うのかもしれませんが、私が受け取ったのは、隣の外国人の

バックボーンが想像できるような社会って、すごく大事なのだろうなというふうに思い

ます。あと委員からもいろいろなお話をいただきました。 

  個人的には、私も外国人として海外に住んでいたことがあるのですが、その地域との

コミュニケーションができないということは、自分が、外国人の方にとってみれば、日
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本人とのコミュニケーションが取れないので、なかなか自分たちでかたまってしまうと

いうことがあるのではないかと思います。私なども外国人として海外に住んで、どうし

ても地元の人としゃべれないからかたまってしまって、そしてルールが分からないとい

うこともあると思うので、そのようなところを考えていくのはすごく大事だなと思いま

す。 

  また、これもいろいろなところで聞く話なのですが、同じ民族の方々が一つでかたま

っているわけじゃなくて、ある地域では新しく来た中国人の方と前からいる中国人の方

の仲が悪くて、そこでコミュニティが分裂しているとか、いろいろな話がありまして、

外国人という言葉で一様には捉えられない難しさというのは、たくさんあるというふう

に少し思っております。 

  次、副部会長、よろしくお願いいたします。 

 

○副部会長 

  ご説明をいただき、ありがとうございました。 

  私からも２点だけお話しさせていただきます。 

  １点目は、先ほども申し上げたことなのですけれども、人権とか多文化共生・男女共

同参画に関しては、宣言とか啓蒙活動の範囲で終わることが多いなというふうに思いま

すので、より実効性のある制度づくりとか、より踏み込んだ条例制定にいくような必要

なメッセージを出すということがすごく大事なことかなと思います。 

  先ほどの委員のお話にあったのですが、日々の行動の繰り返しの中でつくられていく

意識の変化みたいなものがあると思います。意識が変わるためには、習慣も変わらなけ

ればならないので、習慣が変わるためには、やはり制度がないとなかなか行動も変わっ

ていかないのではないかなというふうに思います。制服の例などもいい例かなと思いま

す。 

  もう一つ、言葉についてなのですけれども、先ほど委員から、男女共同参画という言

葉は古くなってくるのではないかというお話があって、確かに多文化共生も男女共同参

画も、全部９０年代に生まれた言葉で、２０世紀の最後の遺産みたいな言葉なのです。

そこから２０年たって、さらに２０年後に向けて、今ここではないものを何か目指そう

というときに、２０年前につくられた言葉でいいのかという疑問は少しあります。例え

ばＳＤＧｓの政策検討を行うと、まずジェンダー平等という言葉が使われていたり、あ

るいは多様なルーツとかジェンダー、セクシュアリティを構成するラインとしてはダイ

バーシティとか、ダイバーシティの推進と連携の尊重とか、もう少し新しい言葉を打ち

出してもいいのかなという気はしました。 

  私からは以上になります。 

 

○部会長 

  ありがとうございました。 

  それでは、委員、お願いいたします。 

 

○委員 
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  北区は中学校で中学校２年のときに、那須にＥＳＣ、イングリッシュサマーキャンプ

といいまして、様々な外国の方がいる中での多文化を学ぶ宿泊行事というのがあるので

すけれども、または外国からのホームステイがありまして、今でも明確に、このような

文化があるのだとか、ご飯がこのような料理だったとか、結構衝撃的に覚えていますの

で、小学校とか中学校で、多文化共生の教育を拡大していくことはいいことではないの

かなと思います。 

  あと、外国人を地域活動に取り込むとか、区の会議に参加してもらい、当事者の意見

を取り入れるというのが大変必要なことなのではないかと思いました。 

  以上です。 

 

○部会長 

  ありがとうございます。 

  委員、お願いいたします。 

 

○委員 

  外国人をいじめてはいけないとか、男女は差別してはいけない、と教えるというより

も、子どもたちにどれだけ体験させるか。体験させるのが一番早いと思っています。 

  私も初めて高校１年生のときに、赤十字活動の一環でオーストラリアに行って、また

東京都の施策で中国に高校３年生で行ったときに、海外に出て初めて日本のよさだった

り、日本の悪いところを知って、外に出て初めて中のよさ、中の問題がこれほどあると

いうことを高校生のときに感じました。 

  今、委員がおっしゃったように、イングリッシュサマーキャンプとかホームステイの

受入れであったりとか、先ほども北区の施策にもありますけれども、海外に行くという、

この機会をどんどん増やしていく。海外からホームステイを受け入れるというような施

策をたくさん行っていくことで、この人権とか多文化共生についての考え方が変わって

いくのかなと思いました。以上です。 

 

○部会長 

  ありがとうございます。 

  委員、お願いします。 

 

○委員 

  男女共同参画推進ネットワークのメンバーとして参加させていただいているのですが、

そのネットワークの中で、何で男女共同参画という言葉を使うかという話になったとき

に、まずは男女の差別をなくそうという意識を持ってほしいということで、男女共同参

画推進ネットワークという名前にしているという話を伺って、そうか、まずそこからか

というのを納得した覚えがあるのですが、やはり皆さんのお話を聞いていて、２０年後

には、そのようなことはみんな当たり前のように分かっていて、ジェンダーイコールと

かジェンダーですとか、そのような形で考えられるといいなと思いました。 

  実際に、２０２０年度から小学校の保健体育の教科書に載ったり、去年度も中学校の
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教科書に、国語、歴史、公民、家庭技術、保健体育と、いろいろな分野でＬＧＢＴＱと

か性的指向、性自認の話が載っているということで、これからの子どもたちを取り巻く

環境は変わっていくのかなと思います。 

  あと、パートナーシップ制度ですけれども、今いろいろなところで始まっていて、も

う既に大阪市では３３６組成立したという話だったり、かなり盛り上がっていますが、

今日見たニュースで、引っ越しをすると証明ができなくなるということを聞いて、その

地域限定なのだと、少しびっくりしました。今、企業と地域が協賛して証明書を作ろう

という運動が起きているそうで、パートナーシップ制度をつくるだけではなくて、有効

な運用を考えていくことが、これから大事かなと思いました。 

  あと、政策検討シートの中で一つ質問なのですけれども、２枚目の図表２の北区の女

性参画状況のところで、管理職だけが平成２８年には２４．７％いましたが、１２．

６％と、かなり減っているのは何か、例えば年代的な、総合的な管理職の人数だったり、

何か理由があるのか。今日でなくても構いませんので、分かったら教えていただきたい

なと思いました。 

  以上です。 

 

○部会長 

  ありがとうございます。 

  事務局で、今のご質問、答えられますか。 

 

○事務局 

  一つは分母がさほど大きくないという、大体８０名ぐらいの管理職数で、１人２人退

職とかで抜けていきますと、それだけでポイントがぐんと落ちたりするということが一

つ。それから正直に申しまして、管理職選考は申込制で女性職員の申込みが少ないとい

う実態があって、そのために人数も減ったというころです。ただ、令和３年と、それか

ら４年の４月には女性の管理職がまた増えるということになりますので、この率そのも

のは、また上昇するというふうに考えていただければと思います。 

  以上です。 

 

○部会長 

  ありがとうございます。 

  委員、よろしいですか。 

 

○委員 

  はい、ありがとうございます。 

 

○部会長 

  ありがとうございました。 

  それでは委員、お願いいたします。 
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○委員 

  皆さんのお話を聞いていながら、その場に外国人だったりとか、ＬＧＢＴＱの対象者

だったりというのが、いろいろなジャンルのお話をするから、もちろん毎度いることは

難しいのかもしれないのですけれども、こういう専門の話をするときにはベストではな

いですけれども、いたほうがもう少し討論が深まるのではないかなというふうに感じま

した。 

  私たち、どうしてもその当事者になり切れてない部分があって、他人事とは思ってい

ませんけれども、やはり直接的な話にでききれなかったなという、自分も話をしながら

思っておりました。なので、私たち自身もそういうダイバーシティへの理解だったりと

か、今後こういう場所のつくり方だったりとか、これからいろいろなことに関して進ん

でいく施設の造り方も含めて、インクルーシブデザインみたいなものの採用というのが

必要になってくるのかなと思いました。 

  なので、多種多様な人々に寄り添うという、いわゆるきれいごとを言っておきながら

も、あまり寄り添えてないのではないかということを、今、感じてしまっているので、

我々も、そういうのに取り組んでいきたいというのを進めていきたいと思います。 

 

○部会長 

  ありがとうございます。 

  今、委員が提案みたいな形になるとは思うのですけれども、例えばインタビューとか

するようなチャンスとかがあったらいいのではないかな。せっかく、確かにおっしゃっ

たように、当事者がいない中で我々がしゃべっているだけなので、少しそのようなこと

も、もし可能であればご検討いただければと思います。ありがとうございます。 

  委員、お願いいたします。 

 

○委員 

  先ほど、男女の性がなくなるといいなということを申し上げたのですが、それは少し

突飛であるかも分かりません。ただ、やはりそういう方向へ向いて行くべき問題が、科

学的にどうも出てきそうな感じを私、受けておりますので、その方向、これから大切に

考えていただきたいと思います。 

  あとは、根本的には人権の問題。これは私の育った時代はともかく、その時代、時代

で、人そのものの持つ権利の問題、これをきちっと子ども時代から教育で知らせていか

ないと、人を大切にすることもできない。男女の問題でも言えるかと思いますので、人

権教育というものをきちっと、ここに政策検討シートというところにありますが、この

いろいろな人権講演会、こういったようなものを数多く、物心ついたときには始めてい

くべきなのかなと思っております。 

  人間が人間を大事にするというのが基本であるということで、ぜひとも今後人間が人

間を軽んじるのではなくて、きちっと大切に思える社会の構築を目指していただく。そ

れが北区であるというような模範的なエリアをつくっていくのも、行政の責任なのかな

と思っております。よろしくお願いいたします。 
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○部会長 

  ありがとうございました。 

  委員、お願いいたします。 

 

○委員 

  今、皆様のお話を聞かせていただいて、はっきり申しますとスカートの問題なども全

然考えたことはなかったので、いや、そのとおりだなというふうに思いました。男の子

は青、女の子は赤、まだそういう固定観念が自分にも残っているので、そういうところ

も変えていかなくてはいけないのだなというのを、本当につくづく感じさせていただき

ました。 

  あと、最後に一つは、やはりコミュニティは本当に大事なのだなというのを実感させ

ていただきました。例えばＤＶの問題と、ここにも出ていますけれども、あと虐待の問

題とか、管轄部門で管理できない部分でも、地域のコミュニティがあれば、察知するこ

とができたり、防止することができる。少しは役に立てるものがあると思うので、今、

委員もおっしゃっていましたけれども、人という部分で考えると、人と人とのつながり

という部分では、本当にコミュニティというのを大事にしていく。それが一番の地域振

興であり、こういう人権だとか多文化共生でも大事になってくるのだなというのを感じ

ました。 

  以上です。 

 

○部会長 

  ありがとうございました。 

  これで一通り各委員の皆様方からご意見をいただきました。本来この後、また自由に

意見交換ということなのですが、時間の関係もございます。もしまだ付け加えたい、こ

れだけは発言されたいという委員の方がいらっしゃったら、いかがでしょうか。どうぞ。 

 

○委員 

  私、小学校を転校しているのですけれども、小学校を転校する前は近くに障害者がお

りませんでした。引っ越したところには障害を持った子がいて、すごくびっくりしまし

た。今うちの娘が通っていた保育園には、耳の障害で耳が聞こえない子どもがいて、脳

性まひの子どももいらっしゃいますが、娘が保育園を巣立ち、小学校に行ったときには、

男女の名前は一緒で、あいうえお順のときに男子のあいうえお順とか、女子のあいうえ

お順だった児童の名簿が、今はミックスになっていて、区の方針であるとか、今まで行

ってきた男女差別をなくそうとか、障害者とかの差別をなくそうという施策というのは

確かに生きていて、子どもの中に障害を持っている人は当たり前、男女混合当たり前と

いうのが娘には根づいています。ますますこれを発展させていただきたいなというふう

に思いました。 

 

○部会長 

  ありがとうございました。   
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  次に、その他ということで、事務局からご説明があればお願いいたします。 

 

○事務局 

  事務局でございます。その他について説明させていただきます。 

  本日ご議論いただきました二つのテーマについてと、２０年後の望ましい姿の部会後

についてでございます。もしご提出いただける委員については、１週間後の２月１日の

水曜日までに、資料を送付させていただきましたメールアドレス、またはファクスでご

提出をいただきたいと思います。よろしくお願いします。 

  次に、次回のスケジュールでございます。次回は２月２５日の金曜日の１４時から、

前回開催いたしました北区役所の別館研修室で部会を開催させていただきます。次回の

テーマにつきましては、「地域文化」「生涯学習」「スポーツ」、この分野についてご

議論をいただく予定でございます。 

  今回同様、資料については、メールと郵送にて、おおむね部会開催日の１週間前に送

付をさせていただきます。大変お手数ではございますが、事前に資料にお目通しいただ

きまして、当日はこちらの資料をお持ちいただきますとともに、２０年後の望ましい姿

についても事前にご記入いただきまして、できましたら前日までにお送りいただきます

と大変助かります。よろしくお願いいたします。 

  また、欠席される場合には、部会の前日までに２０年後の望ましい姿（部会前）をご

提出いただければというふうに思います。 

  その他について事務局からは以上でございます。 

 

○部会長 

  今の事務局からのご説明に何かご質問等ございますでしょうか。よろしいでしょうか。 

 それでは、これで第３回部会１「躍動」部会を終了いたします。 

どうぞ次回の部会もよろしくお願いいたします。ありがとうございました。 


